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確かな学力を育む授業力の向上

奈良市立都南中学校本校では「学力向上実践研究」の研究指定を受け、初年度は以前から取り組んでいた「小中連携を中心とした取組」を深めることに力を注いだ。次年度はさらなる「学力向上」のため、校務分掌を見直して「教師力課」「生徒力課」を設置し、様々な提案を行い、「学び合う」ことを中心とした「新新新新しいしいしいしい学学学学びのびのびのびのスタイルスタイルスタイルスタイル」の取組を柱とした。今年度は昨年度の取組から見えてきた「認め合える・支え合える」ための「親和親和親和親和的的的的なななな集団集団集団集団づくりづくりづくりづくり」を加え、２本の柱とした。（１）取組の実際＜＜＜＜平成平成平成平成20202020年度年度年度年度＞＞＞＞ ○○○○小中連携小中連携小中連携小中連携をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした取組取組取組取組「校区学力向上委員会校区学力向上委員会校区学力向上委員会校区学力向上委員会」(平成17年度～）を核とした取組の深化「中１ギャップ」の解消と「９年間を見通したカリキュラム」の育成↓校区小・中学校一斉に総合学力調査の実施・小中合同研修会・小中共通教材の検討校区小・中学校公開授業・おはようスタディ(早朝学習)・少人数授業等

課題課題課題課題 …………低学力傾向低学力傾向低学力傾向低学力傾向・・・・家庭学習家庭学習家庭学習家庭学習のののの弱弱弱弱さなどにさなどにさなどにさなどに大大大大きなきなきなきな変化変化変化変化はははは見見見見られないられないられないられない。。。。さらさらさらさらにににに具体的具体的具体的具体的にににに様様様様々々々々なななな提案提案提案提案をしていくをしていくをしていくをしていく部部部部やややや課課課課のののの設置設置設置設置がががが必要必要必要必要であるであるであるである。。。。
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基本的生活習慣基本的生活習慣基本的生活習慣基本的生活習慣 自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情 家庭家庭家庭家庭でのでのでのでのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション家家家家でのでのでのでの学習学習学習学習学校生活学校生活学校生活学校生活社会社会社会社会にににに対対対対するするするする興味興味興味興味････関心関心関心関心規範意識規範意識規範意識規範意識体験活動体験活動体験活動体験活動 本本本本 校校校校奈良県奈良県奈良県奈良県全全全全 国国国国平成平成平成平成２０２０２０２０年度全国学力年度全国学力年度全国学力年度全国学力・・・・学習状況調査学習状況調査学習状況調査学習状況調査生徒質問紙調査結果より
第第第第１１１１回校区小中合同研修会回校区小中合同研修会回校区小中合同研修会回校区小中合同研修会 05.8.19

あいさつあいさつあいさつあいさつ・・・・ 基調提案基調提案基調提案基調提案 学力調査学力調査学力調査学力調査のののの分析報告分析報告分析報告分析報告
先進校先進校先進校先進校のののの取組取組取組取組にににに学学学学ぶぶぶぶ グループグループグループグループ別研修別研修別研修別研修

校区学力向上推進委員会
①①①①「「「「小中小中小中小中のののの壁壁壁壁」」」」をををを崩崩崩崩すためにすためにすためにすために

…子子子子どもどもどもども達達達達にとってにとってにとってにとって何何何何がががが「「「「壁壁壁壁」」」」ととととなっているのかをなっているのかをなっているのかをなっているのかを明明明明らかにしようらかにしようらかにしようらかにしよう小中教師小中教師小中教師小中教師のののの意識意識意識意識のののの差差差差
５年前との学力比較 小学校卒業程度の学力がついているか 確かな学力の育成を目指して

学力学力学力学力のののの分析分析分析分析をををを行行行行いいいいよりわかるよりわかるよりわかるよりわかる授業授業授業授業をををを目指目指目指目指ししししてててて 課題課題課題課題をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし指導法指導法指導法指導法のののの研究研究研究研究をををを進進進進めるめるめるめる
学力向上学力向上学力向上学力向上のためののためののためののための具体的具体的具体的具体的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな取組取組取組取組とととと指導法指導法指導法指導法のののの研究研究研究研究奈良市立都南中学校
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＜＜＜＜平成平成平成平成21212121年度年度年度年度＞＞＞＞ ○○○○個個個個にににに応応応応じたきめじたきめじたきめじたきめ細細細細かなかなかなかな指導法指導法指導法指導法のののの確立確立確立確立○○○○確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力をををを育育育育むむむむ授業力授業力授業力授業力のののの向上向上向上向上校務分掌の見直し…様々な提案をしていく新しい「課」の設置↓「「「「生徒力課生徒力課生徒力課生徒力課」」」」「「「「教師力課教師力課教師力課教師力課」」」」をををを設置設置設置設置→→→→提案提案提案提案学習学習学習学習のののの手引手引手引手引きききき…教科ごとの学習の仕方、家庭学習の仕方等保護者に配布、学活で生徒へのレクチャー宿題一覧表宿題一覧表宿題一覧表宿題一覧表……一週間の宿題の量を調節(多い、少ないをなくす）保護者も宿題が出ているか確認できる確認確認確認確認テストテストテストテスト……単元ごとに基礎事項の定着度の確認放課後学習会放課後学習会放課後学習会放課後学習会…確認テスト結果から基礎事項の未定着生徒への補充学習
新新新新しいしいしいしい学習学習学習学習スタイルスタイルスタイルスタイル互いの顔が見える「コ」の字型の机の配置少人数のグループ学習の導入共同して難しい課題に挑戦する…ジャンプのある学習↓一斉授業からの脱却（「学び」からの逃避を防ぐ）「習う」から「学び合い・教え合い」へ生徒生徒生徒生徒によるによるによるによる授業評価授業評価授業評価授業評価学期末に全教科の授業評価→クラスごとに集計→職員月月月月１１１１回回回回のののの研究授業研究授業研究授業研究授業、、、、研究協議研究協議研究協議研究協議学識者との連携(奈良教育大 粕谷准教授 奈良女子大 藤井准教授）

課題課題課題課題…………新新新新しいしいしいしい学習学習学習学習スタイルスタイルスタイルスタイルにににに対対対対してしてしてして、、、、教職員教職員教職員教職員のののの共通理解共通理解共通理解共通理解のののの不足不足不足不足やややや保護者保護者保護者保護者のののの不安不安不安不安のののの解消解消解消解消。。。。「「「「学学学学びびびび合合合合うううう」」」」ためにためにためにために必要必要必要必要なななな「「「「学習規範学習規範学習規範学習規範」」」」やややや「「「「ソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキル」」」」 ((((「「「「人人人人とととと関関関関わるわるわるわる知識知識知識知識とととと技能技能技能技能」」」」))))のののの不足不足不足不足。｢。｢。｢。｢認認認認めめめめ合合合合えるえるえるえる・・・・支支支支ええええ合合合合えるえるえるえる親和的親和的親和的親和的なななな集団集団集団集団」」」」づくりづくりづくりづくり。。。。

家庭学習家庭学習家庭学習家庭学習をををを充実充実充実充実させるにはさせるにはさせるにはさせるには②家で勉強する習慣をつける宿題宿題宿題宿題をををを毎日毎日毎日毎日、、、、一定量出一定量出一定量出一定量出そうそうそうそう 一週間一週間一週間一週間のののの予定表配付予定表配付予定表配付予定表配付

学学学学びのびのびのびの約束約束約束約束…学級掲示学級掲示学級掲示学級掲示
�何何何何がががが「「「「わからないわからないわからないわからない」」」」のかのかのかのか気気気気づきましょうづきましょうづきましょうづきましょう。。。。
� 「「「「わからないわからないわからないわからない」」」」ときはときはときはときは、、、、考考考考えましょうえましょうえましょうえましょう。。。。
� 「「「「考考考考ええええ」」」」てもてもてもてもわからないときにはわからないときにはわからないときにはわからないときには、「、「、「、「教教教教えてえてえてえて」」」」とととと言言言言いいいいましょうましょうましょうましょう。。。。
� 「「「「教教教教えてえてえてえて」」」」とととと言言言言われたらわれたらわれたらわれたら「「「「わかるわかるわかるわかる」」」」までまでまでまで教教教教えてあげえてあげえてあげえてあげましょうましょうましょうましょう。。。。
� 「「「「教教教教えてえてえてえて」」」」とととと言言言言うまでうまでうまでうまで、、、、教教教教えるのえるのえるのえるのはやめましょうはやめましょうはやめましょうはやめましょう。。。。

「「「「新新新新しいしいしいしい学習学習学習学習スタイルスタイルスタイルスタイル」」」」
� 座席の変更 ０９都南中学校の学力向上の取組先生先生先生先生からからからから全員見全員見全員見全員見えるえるえるえる

…ではなくではなくではなくではなく常に多くの仲間の顔が見える自分の発言を大切にしてもらう 仲間の発言を大切にする
「「「「新新新新しいしいしいしい学習学習学習学習スタイルスタイルスタイルスタイル」」」」

� 「黒板を使った一斉授業」からの脱却
� 互いの顔が見えるコの字型の机の配置
� 「３人か４人のグループによる学習」
� わからないところをどんどん聞く

…教え合う
� 共同して難しい課題に挑戦する

…ジャンプのある学習

新新新新しいしいしいしい学学学学びのびのびのびのスタイルスタイルスタイルスタイルにににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果(3学期学期学期学期)

� 「教室の雰囲気が良くなった」・・70.2％(＋6.2％)

� 「勉強がわかりやすくなった」・・66.2％(＋4.2％)肯定的意見・授業中に質問をしたり、わからないところを教えてもらったりする時間があるので安心した。否定的意見・話しやすくなるので、私語が多くなる
生徒生徒生徒生徒によるによるによるによる授業評価授業評価授業評価授業評価 （（（（平成平成平成平成21年度年度年度年度））））③③③③授業授業授業授業にはにはにはには積極的積極的積極的積極的にににに参加参加参加参加しししし発発発発言言言言もできたもできたもできたもできた。。。。②②②②先生先生先生先生のののの話話話話にはにはにはには集中集中集中集中してしてしてして耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けることができたけることができたけることができたけることができた。。。。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年１学期１年２学期２年１学期２年２学期３年１学期３年２学期
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年１学期１年２学期２年１学期２年２学期３年１学期３年２学期



- 23 -

＜＜＜＜平成平成平成平成22222222年度年度年度年度＞＞＞＞○○○○「「「「新新新新しいしいしいしい学習学習学習学習スタイルスタイルスタイルスタイル」」」」のののの徹底徹底徹底徹底→→→→「「「「教教教教えるえるえるえる」」」」プロプロプロプロからからからから「「「「学学学学びびびび」」」」ののののプロプロプロプロへへへへ研究授業、研究協議、職員研修の重視→新しい学習スタイルの進捗状況や問題点の把握月１回の授業参観、懇談→保護者の理解、協力を得る○○○○認認認認めめめめ合合合合えるえるえるえる・・・・支支支支ええええ合合合合えるえるえるえる「「「「親和的親和的親和的親和的なななな集団集団集団集団づくりづくりづくりづくり」」」」「hyper -QU」（個々の「学級生活満足度」や学級の状況把握）の活用「SST(ソーシャルスキルトレーニング )」の研究・実施

課題課題課題課題…………グループグループグループグループ学習学習学習学習でのでのでのでの課題設定課題設定課題設定課題設定やややや板書量板書量板書量板書量・・・・助言助言助言助言のののの与与与与ええええ方方方方などなどなどなど細細細細かなかなかなかな部分部分部分部分にににに目目目目をををを向向向向けられるようになったがけられるようになったがけられるようになったがけられるようになったが、、、、生徒生徒生徒生徒のののの「「「「学学学学びびびび合合合合うううう」」」」力力力力がががが伸伸伸伸びていないびていないびていないびていない。。。。↓↓↓↓「「「「学習規範学習規範学習規範学習規範」」」」やややや「「「「ソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキル」」」」((((「「「「人人人人とととと関関関関わるわるわるわる知識知識知識知識とととと技能技能技能技能」」」」 ))))のののの不足不足不足不足。。。。

H22年度年度年度年度 重点課題重点課題重点課題重点課題
職員研修（進捗状況・問題点の把握）研究授業・研究協議先進校視察授業参観・懇談

①「新しい学習スタイル」の徹底
グループ学習の課題やタイミング

助言の与え方・板書量・声の大きさ…

「教える」プロから「学びを創る」のプロへ
H22年度年度年度年度 重点課題重点課題重点課題重点課題

○学級集団や個人の状態の把握・分析「hyper -QU」の利用○「SST(ソーシャルスキルトレーニング)」の研究・実施
②「ソーシャルスキル」の向上
認めあえる・支え合える

親和的な「質の高い集団つくり」

学力向上の大きな要素

新新新新しいしいしいしい学学学学びのびのびのびのスタイルスタイルスタイルスタイルにににに関関関関してのしてのしてのしての課題課題課題課題

教師側教師側教師側教師側のののの総括総括総括総括

新新新新しいしいしいしい授業授業授業授業スタイルスタイルスタイルスタイルのののの一層一層一層一層のののの研究研究研究研究
� 課題設定が難しい
� 助言の仕方は？
� 時間がかかる
� 学力向上ができるのか？

… 学習規律学習規律学習規律学習規律ややややソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキルソーシャルスキルのののの不足不足不足不足
� 教科書も出さない
� 学び合いができない
� ルールが守れない「わからない」と言えない他の班としゃべる説明を聞かない

…
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（２）３年間の取組の成果と今後に向けて○不登校生徒、学びから逃避する生徒の減少。○予習や宿題など家庭学習の取組の向上。○「全国学力･学習状況調査」､「県学力診断テスト」等の結果の向上｡

●保護者との協力の下、家庭学習のさらなる定着。●「ソーシャルスキル」の向上。●「新しい授業スタイル」の徹底。より一層の研究。● ｢親和的な集団づくり」｢自尊感情の育成」●生徒会活動や係活動の充実。 自分には良いところがありますか。
0

10

20

30

40

50

60

70

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 本校奈良県全国
将来の夢や目標を持っていますか。
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家で学校の宿題はしていますか。
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平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 本校奈良県全国 家で学校の授業の予習をしていますか。
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平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 本校奈良県全国家で自分で計画を立てて勉強していますか。
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普段の授業では、生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思いますか
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新新新新しいしいしいしい学学学学びのびのびのびのスタイルスタイルスタイルスタイルにににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果(3学期学期学期学期)

� 「教室の雰囲気が良くなった」・・70.2％(＋6.2％)

� 「勉強がわかりやすくなった」・・66.2％(＋4.2％)肯定的意見・授業中に質問をしたり、わからないところを教えてもらったりする時間があるので安心した。否定的意見・話しやすくなるので、私語が多くなる
取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの成果成果成果成果「不登校生徒」や「学びから逃避する生徒」の減少３０日以上欠席の生徒平成21年度 一学期末 ２２名平成22年度 一学期末 １３名

学校の規則を守っていますか。
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あなたの学級では、学級の友達同士で話し合って学級の決まりなどを決めていると思いますか。
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一人一人の学びを大切にした授業の創造 

～学び合う・聴き合う関係を土台として～ 

奈良市立伏見中学校 

  生徒の課題を教員が共通認識し、その課題の克服と学力の向上を目指した。一斉授業 の中に４人の学習班による学び合いを効果的に取り入れる授業を研究。授業研究・研究 討議を年間のべ 15 回実施。生徒の課題に関する意識調査を定期的に行い、学力との関係 を分析・検証し、授業の改善に生かした。 （１）取組の実際 ① 研究方法（図１参照）               ア .  研究推進委員会              メンバーは、校長、教頭、教務主任、    研究主任、各学年２名の研究推進委員    である。  イ . 年間５回の授業研究       

 

 

 

 

 ウ . 年間３回の校内全体研修                      各学年・教科の取組の報告やデータの分析を    行い実践に活用した。授業研究、全体研修は奈良教育大学小柳和喜雄教授に御指導いただいた。  エ . 先進校の視察  東京大学大学院佐藤学教授が提唱する「学びの共同体」を実践している中学校や御池中学校の「読解科」の実践を視察した。佐藤学教授によると学び合いとは、“つまずいたり、困難に直面したりした生徒が「どうするの？」と援助を求め、他の生徒が応える関係”のことである。  オ . 質問紙「自分に関するアンケート」       以下に述べる五つの課題に関わる 24 の質問を設定し、それを「自分に関するアンケート」とした。回答方法は１を肯定的、２をやや肯定的、３をやや否定的、４を否定的とする４件法である。全校生徒を対象に５月と 11 月に実施し（最終年度は７月にも実施）、その結果の分析を行った。  ② 課題の共有化と主題設定  全職員で生徒の課題を出し合った。それをＫＪ法により五つに分類した（写真１・２参照）。それが伏見中の五つの課題である（図２参照）。これらの五つの課題の克服と学力の向上を目指して、一斉授業の中に４人を基本とする学習班によ

各学年１クラスのみを残し、学習班による学び合いを取り入れた研究授業を行った後、学年ごとに研究協議を実施した。その間、部活動の巡回を学校支援地域本部事業の一環として保護者ボランティアに協力していただいた。     図図図図 1111    本実践研究本実践研究本実践研究本実践研究のののの構成構成構成構成 
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るグループ学習を取り入れた。この取組を通して、学び合い・聴き合う関係を作り出し、コミュニケーション力を高める等、課題の克服を図ると同時に、学ぶ意欲・学力の向上につなげようと、主題を｢一人一人の学びを大切にした授業の創造～学び合う・聴き合う関係を土台として～｣とした。  

③ 新学習指導要領との関連  新学習指導要領の柱の一つである「思考力
     ・判断力・表現力」を養うために、学習班で
     考える時間をとり、考える習慣を身に付け、
     自分の考えを広め・深めることをねらった。       また、学習班の話合いやクラスの発表のほ
     か、説明・討議・記録などの「言語活動」を
     取り入れた（図３参照）。      ④ 伏見中の授業スタイル                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 考え、伏見中の学力向上モデルとした（図５・図６参照）。                                        
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自分自分自分自分 仲間仲間仲間仲間
説明説明説明説明・・・・討論討論討論討論・・・・発表発表発表発表・・・・記録記録記録記録言語活動言語活動言語活動言語活動 体験体験体験体験考考考考ええええ・・・・思思思思いいいい分析分析分析分析体験体験体験体験考考考考ええええ・・・・思思思思いいいい分析分析分析分析
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自分自分自分自分にににに自信自信自信自信関関関関わりわりわりわり・・・・コミニュケーションコミニュケーションコミニュケーションコミニュケーション互互互互いにいにいにいに高高高高めめめめ合合合合うううう自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情家庭学習家庭学習家庭学習家庭学習

3333年年年年HHHH群群群群3333年年年年LLLL群群群群2222年年年年HHHH群群群群2222年年年年LLLL群群群群1111年年年年HHHH群群群群1111年年年年LLLL群群群群低低低低いいいい方方方方がががが良良良良いいいい
５５５５つのつのつのつの課題課題課題課題ともともともとも学力学力学力学力がががが高高高高いいいい生徒生徒生徒生徒のののの方方方方がががが良良良良いいいい

8 9

7

１．自分に自信がもてない２．お互いに高めあう意識が低い３．関わり・コミュニケーションが苦手４．自尊感情５．家庭学習・家庭生活
伏見中の５つの課題

図図図図２２２２ 写真写真写真写真１１１１    職員研修職員研修職員研修職員研修のののの様子様子様子様子 写真写真写真写真２２２２ KJ KJ KJ KJ 法法法法によるによるによるによる分類分類分類分類 

図図図図 3333    「自分に関するアンケート」の結果から、五つの課題のそれぞれの相関関係を調べてみた。また、五つの課題の克服に取り組むことが学力の向上につながるのかを調べるために「自分に関するアンケート」と学力との関係について分析した。その結果、五つの課題とも学力の高い生徒（Ｈ群）の方がよいことが分かった（図４参照）。このことから､五つの課題の克服が学力の向上につながると考えた。      そこで、授業にグループ学習を導入し、学び合い・聴き合う関係を作り出すことが、五つの課題の克服と学力・学習意欲の向上につながると  

図図図図４４４４    学力学力学力学力とととと五五五五つのつのつのつの課題課題課題課題のののの関係関係関係関係 
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41

自分自分自分自分にににに自信自信自信自信関関関関わりわりわりわりコミュニケーション 学力向上学力向上学力向上学力向上自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情互互互互いにいにいにいに高高高高めめめめ合合合合うううう
家庭学習家庭学習家庭学習家庭学習

11

• 基礎的・基本的な知識・技能→活用力・応用力・読解力
• 少人数指導学び合い→学習班（４～５人） 教師教師教師教師

生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒

                さらに学び合いを効果的に進めるために、単元における学び合い設定の時期や、   １時間の中の時間帯、学び合いのルール、教員の効果的な働きかけ、全教科での  

     「課題の設定」などを研究し共有財産として蓄積してきた。  

     図図図図５５５５    伏見中伏見中伏見中伏見中のののの授業授業授業授業ののののスタイルスタイルスタイルスタイル                        図図図図６６６６    伏見中伏見中伏見中伏見中のののの学力向上学力向上学力向上学力向上モデルモデルモデルモデル                

    （２）３年間の取組の成果と今後に向けて            ① 成果 本校の取組は特別なものではなく、全教員で一歩ずつ前進してきたささやかなものである。しかしながら、３年間、全教科、できる範囲で学び合いのグループ学習を追究してきた結果、以下に示す成果があった。  ア . 生徒  

 

 

 

 

 

 

 

 イ . 教員                    写真写真写真写真２２２２    学学学学びびびび合合合合いのいのいのいの様子様子様子様子  教員の「生徒たちの変化」に関する自由記述のアンケートでは、ほとんどが肯定的な変化をあげていた。主なものは「学びから逃げようとする一部の生徒をつなぎとめ、生徒同士の関係がより穏やかで柔らかなものに変容してきた」「研究授業や研究協議を通して、生徒理解がより多面的になった」「教科間のつながり・連携が深まった」などであった。  ウ . 学校評価  本研究は平成 20 年度から始まったが、過去３年間（平成 19 年度～平成 21年度）の生徒及び保護者対象の学校評価アンケートは、ほとんどの項目で肯定値がアップした。中でも授業や教え方に関する数値は全て上昇した。とりわけ「教え方にいろいろな工夫をしている先生が多い」（生徒対象）は 60％から 77％と 17 ポイント、「子どもは授業が分かりやすいと言っている」（保護者対象）は45％から 58％と 13 ポイント高くなった。               

      エ . 「自分に関するアンケート」      

研究授業後の生徒対象の「授業についてのアンケート」の「みんなで考え合ったり、意見を言い合ったりするのはすごく楽しかった。授業により一層集中できた。」の感想に代表されるように、グループ学習に対する肯定的な意見が圧倒的に多かった。とりわけ学力の低い生徒にその傾向は顕著であり学習への意欲喚起に結び付いていると考えられる。   
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現２・３年生が昨年度からよくなっている項目及び現１年生が５月から顕著  
 

 

 

 

 

                                

 図図図図７７７７    五五五五つのつのつのつの課題課題課題課題のののの変化変化変化変化 
  ② 課題                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 になっている。これについては、進路を目の前にしてさらに自己目標を高くしているためであると考えられる。しかし、学力の低い生徒（ＬＬ群）は５項目全てが「＋」になっている。これらのことから、学力の低い生徒には学び合いを取り入れたグル  

 

51

自分に自信・関わりコミュニケーションはどの層の生徒にも有効

50

家庭学習以外の項目はどの層の生徒も有効

によくなっている項目は､関わり・コミュニケーションに関する項目であった。  また、今年度５月と７月を比較すると、全学年で５項目とも７月の方がよくなった（図７参照）。特に､自分に自信に関する項目と関わり・コミュニケーションに関する項目については､ 有意差があった。  さらに学年ごとに分析したところ、以下のような結果になった。これらの図は、各学年１学期の中間考査から期末考査の伸びと五つの課題との関係について示したものである。成績がよく伸びたものをＨＨ群、少し伸びたものををＨＬ群、少し下がったものをＬＨ群､下がったものＬＬ群としている。五つの課題について、７月と５月を比べよくなっているものは「＋」にそうでないものは「－」に表している。  第１学年は、家庭学習に関する項目を除く４項目が、どの学力層の生徒にも有効であった（図８参照）。    第２学年は、自分に自信に関する項目やコミュニケーションに関する項目が全ての学力層の生徒に有効であった（図９参照）。  第３学年になると学力層によって捉え方が変わった（次のページの  図 10 参照）。中間考査から期末考査へと学力が伸びた（ＨＨ群）にもかかわらず、５項目とも「－」 図図図図９９９９        第第第第２２２２学年学年学年学年    

図図図図８８８８    第第第第１１１１学年学年学年学年    
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―プ学習は有効であるといえる。一方、学力の高い生徒は物足りなさを感じ、より高い課題設定を求めていると考えられる。     

 

 

 

 

 

 

 

 今後は、これら２点の改善とさらなる学力向上を目指し、研修を積み実践をしていきたい。      

                             

 

      

   

    

52

学力の低い生徒に学び合いは有効学力の高い生徒は高い課題設定を求めている
 

以上のことから課題として、次の２点にまとめることができる。  ①家庭学習の弱さの克服を保護者
    との連携のもと、一層推し進め  る｡     ②全生徒が意義を感じる適切なジャンプ（チャレンジ）課題を開発し、共有財産として蓄積していく。  

図図図図 10 10 10 10     第第第第３３３３学年学年学年学年 
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  本校は全校生徒 29 人(平成 22 年度)、山間へき地の小規模校である。概ね生徒は素直であるが「自分には、よいところがあると思いますか」「人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか」等に課題があることが分かった（平成 21 年度全国学力･学習状況調査による）。また、特に数学Ａ（主に知識力）に課題が見られたので、基礎学力を定着させるために宿題や補習を課したり、コミュニケーション能力を向上させるために見聞や実感を伴うような体験を多くさせたりすることでその解決を図ろうと全校体制で取組を進めた。  さらなる授業時数の確保等に向け、平成 20 年度から二学期制を試行し、比較的自由度が高くなった 12 月に村内の国立曽爾青少年自然の家で、二泊三日の「全校学力向上合宿(通称ＧＵＴＳ）」を実施している。  また、生徒・教員の知的好奇心を広げるため、平成 17 年度より奈良教育大学の「先導理数プロジェクト」(新世代を先導する理数科教員養成プログラム；その後「新理数」に発展)とのサマースクールやウィンタースクールにおける理科や数学の実験や実習を通し、大学生や大学教員との交流を続けている。  さらに、創造性や記憶力を高める手段として注目されはじめた「マインドマップ」を教育に活用するため「マインドマップ講演会」を実施（平成 21 年７月）し、授業での活用を進めている。 （１）取組の実際  ①研究の目的  本校では、学力向上拠点              形成事業（平成 17 年～19年）や学力向上実践研究推進事業（平成 20 年～）などの文科省等の指定研究や県へき地教育研究大会（平成18 年）などを通して、「学力向上」「キャリア教育」「ふるさと学習」を三本柱に据え、「ワンランクアップの学校目指して～曽爾中だからこそできる教育、曽爾中にしかできない教育」を合言葉に様々な取組を行ってきた。  

 
基礎学力の定着と活用力の向上を目指した取組 

～へき地・小規模校の特長を生かして～ 

曽爾村立曽爾中学校 

曽爾中学校学力向上構想図 
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②研究内容 ア 授業改善に向けた取組 ・校内体制の整備（二学期制の試行） さらなる授業時数増を目指し、二学期制を試行した(H21～22)。始業式・終業式を減らし、長期休業期間を弾力的に運用することにより、授業時間を平均 31 時間増やすことができた。 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 学期制 三学期制 二学期制 二学期制の 3 年間平均 年間授業日数(全学年平均) 202 日 197 日 195 日 204 日 199 日 年間授業時数(全学年平均) 1043 時間 1043 時間 1041 時間 1087 時間 1057 時間 H19 年度と同日数に換算した授業時数 1043 時間 1069 時間 1078 時間 1076 時間 1074 時間 総授業時数の増減 ±0 時間 ＋26 時間 ＋35 時間 ＋33 時間 ＋31 時間 ・分かる授業を目指した職員研修の充実 非常勤講師を除く全教員が年 1 回研究授業を実施。国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・英語の８教科で、県教育委員会から指導主事を招へいして指導をいただいた。 

 イ 奈良教育大学との連携 ・サマースクール（８月下旬の４日間）、ウィンタースクール（３月初旬の１日）      数学や理科の実験・体験などを通                           し       して、より一層の学力向上を図る取組    組を計画的かつ継続的に実施してい   いる。第３回「サマースクール(     (H20)」から、石田・菊池先生の御協      協力で解剖実験を実施している。「    「ウシガエル(H20)」「スルメイカ(     （H21)」「マルアジ(H22)」と続き、毎       毎回最後はから揚げやパスタにして「命」をおいしくいただき、素材の味を楽しし    む生徒が多い。     ・GUTS での TA(学習支援)協力、教育実習生の受入れ     奈教大新理数の学生が GUTS での学習支援や、理科の教育実習生（H20:２名、H21:  １     １名）として来校。大学生との交流を楽しみにする生徒が多い。 
 ウ 学習習慣の定着に向けた取組 

   ・「月６タイム」の実施      月曜日の６限目を自主学習の時間と設定。全校生  が   が多目的室と図書室に集まり、宿題をする者や受  受      験用問題集の質問をする者など、自主的・積極的  的     に学習している。 ・「問題データベース」の利用     学習進度や理解度に応じて Webページから問題シ   ー   ートをダウンロードできる、東京書籍「問題データ   ベ    ベース」を利用して、夏期・冬期休業中や GUTS で  問題データベースの利用  
月６タイム 

マルアジの解剖  
午前中は大学生ＴＡも交え  学力向上支援  
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復   復習し、基礎学力の定着に努めた。（H21 年度） ・「ＧＵＴＳ(全校学力向上合宿)」の実施（12 月）…H20   年     度～≪Gakuryoku Up Training in Soni の略≫    国立曽爾青少年自然の家に教室を移し二泊三日の学習合宿を実施。奈教大の学生６人の協力も得、１日８時間の授業と早朝・夜の自主学習を通して、学習の習慣化や集中力アップを図った。また、野外合奏（静かな高原の音響効果を利用した合奏）・測量（地形図とメジャーによるお亀池の計測）・瞑想タイム（心を鎮め”無”になる）・音読破（「風の又三郎；H21/90 分間」、「山椒大夫；H22/80 分間」を全員で音読・読破する）・大学生による「私の勉強法」など、普段できないような取組にも挑戦した。 

 

 

 

 

                         

数学 with 大学生 目的「学力を徹底して鍛え上げ、家庭学習の習慣化を図り、 集中力や自律心、コミュニケーション力の向上を目指す」 

瞑想タイム 
大学生「私の勉強法」 

音読破「山椒大夫」 閉講式後、全員で… 

 ・こんなに集中して勉強したのは初めてだ。(１年) ・３日間テレビもゲームも無い生活はいやだなと思ったけど思っていたより全部楽しかった。(２年) ・一人で勉強していると途中であきらめてしまい、長続きしないけれど、みんなで一緒に勉強すると３日間がアッという間に過ぎてしまい、分らなかった所も教えてもらってできるようになった。(３年) 
 

・寒かったけど久しぶりに改めてゆっくり星を見て「本当にキレイやなあ」と見とれていました。(１年) ・瞑想タイムは足が痛かったけど、気分が落ち着いた。(２年) ・音読破は、一番しんどかったけれど、これをやったらこれからは少々しんどいことでもがんばって乗り越えていけると思った。(３年) 
「ＧＵＴＳを終えて」～生徒の感想より～  

Ｓ （ ） （ ）ＳＳＳ （ ） （ ） （ ）～
Ｓ

第３回 GUTS～Gakuryoku Up Traning in Soni～活動計画表≪2010年度≫

≪備考≫※夜食有り（パン2つ）。※睡眠時間：1･2年=8:00,3年=6:30～7:30※大学生TA（ティーチング・アシスタント)　 16日：１人　 17日：２人　 18日：６人
理科 ） ）・数学 ・かめやま・・ 社会 学活社会昼食（食堂）/自由時間 昼食（食堂）/自由時間５限目（ 国語 ・ ）

3年希望者は最終就寝23:00就寝（ねまきor体操服）

２限目（ 英語
）

・・ 英語8:35瞑想タイム◆くろそ　/制服に着替え国語
21:0021:5022:0022:30

７限目（学活「私の勉強法」from大学生）◆びょうぶ６限目（夕べの集い◆１Fロビー 日入16:48））
11:00 ・ ） 日出 7:00

16:30の特別便で一斉下校※自然の家バス１台、弁天～山粕へ）理科・ 社会
音　　楽◆エコロジー入浴・自由時間８限目（就寝準備・部屋長会議・１日の反省

・英語５限目（ ）理科・ ）・・ ） ４限目（
就寝（ねまきor体操服）
６限目（
９限目「自主学習」◆さかな棟やすらぎの部屋1･2年：1Fやすらぎ、3年：2Fやすらぎ

）社会・12:10(45分間)５限目（ 国語４限目（
7:00

自由時間(私服に着替え)夕べの集い◆１Fロビー 日入16:48入浴・自由時間3年希望者は最終就寝23:00
夕食/自由時間

就寝準備・部屋長会議・１日の反省
（12:107:308:008:30 9:20～9:1010:00 （11:10

開始時刻終了時刻5:306:00Ｓは開始時刻↓6:30
12:0010:10 持参弁当（戸外orびょうぶ）　　　　/自由時間 ）12:0011:10 11:20～ （10:10 英語社会数学 ・ ・社会数学・英語 ・３限目（ ）社会 ・英語 ）・理科英語 ・ 国語数学 数学国語 英語10:20～ ） 3年国語 ・

3年5:30起床※時間割で、下線斜体字の授業は体操服体操服体操服体操服です。活 動 計 画 備　考 活 動 計 画 備　考2010年12月16日（木) 2010年12月17日（金) 2010年12月18日（土)活 動 計 画 備　考

17:5015:0013:0013:5014:5014:00 夕食/自由時間
数学

20:00
15:5016:0018:5019:0019:5016:5017:00 16:15退所式◆集いの広場★集合写真18:00

・３限目（ 数学 ）６限目「生徒会球技大会 」◆プレイホール　　　　　　　　　/制服に着替え・ 教室で着替え教室の机･椅子の片付け数学 ・・
3年3年 職員室入所式◆１Ｆロビー(レストラン前)/入室★★★★教室教室教室教室＝＝＝＝1111年年年年：：：：よろいよろいよろいよろい、、、、2222年年年年：：：：かぶとかぶとかぶとかぶと、、、、3333年年年年：：：：びょうぶびょうぶびょうぶびょうぶ1年・中学生は8:00発の特別便に乗車する。　(新弁天橋方面１６人：スクールバス)　(山粕方面　　　１３人：スクールバス)※欠席連絡欠席連絡欠席連絡欠席連絡は、8:00までに学校へ　　　曽爾中学校℡：0745(94)20140745(94)20140745(94)20140745(94)2014◆宿泊棟＝1･2年:きのこきのこきのこきのこ棟棟棟棟、3年:さかなさかなさかなさかな棟棟棟棟 5:30起床2年 7:00清掃/7:15朝の集い◆1Fロビー1･2年 自主学6:30起床（整理･整頓） ◆2Fやすらぎ 日出 7:00 ２限目（7:00清掃/7:15朝の集い◆1Fロビー7:30朝食/自由時間1年 2年１限目（ 3年・社会8:35瞑想タイム◆くろそ　/制服に着替え 1･2年 自主学6:30起床（整理･整頓） ◆2Fやすらぎ7:30朝食/荷物を持って教室へ

９限目「自主学習」◆さかな棟やすらぎの部屋1･2年：1Fやすらぎ、3年：2Fやすらぎ
）技術◆クラH ・ 数学美　　　術◆戸外☂館内 保　健　体　育◆プレイホール７限目「天体の学習」(理科)野外観望を含む◆びょうぶ　　　※防寒着の着用８限目「自主学習」◆さかな棟やすらぎの部屋1･2年：1Fやすらぎ、3年：2Fやすらぎ 自由時間(私服に着替え) ４限目（

1年 2年理科・ 英語１限目（
音読破（国語）◆びょうぶ音読破（国語）～森鴎外「山椒大夫」～◆びょうぶ
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エ 「マインドマップ講演会」の実施 マインドマップとは、英国のトニー・ブザン   氏 氏が考案した放射思考のツールで、創造性や記造 憶力を高める有効な手段として注目されてい   る る。未整理の情報でも、このマップなら思い付く くままに書き始めることができ、意見の整理や  整 提示にも向いている。 「ブザン教育協会」を通し、平成 21 年７月       15 日には、内山雅人氏の講演会が実現した。研究発表会当日(平成 22 年 11 月９日)には、国語・  英語・数学のマインドマップを使った授業を公開した。 マインドマップは、生徒にとっての表現・ 思 思考・記憶の支援ツールとして、教員にとってて の教授・学習状況分析の支援ツールとして効果があった。               （２）３年間の取組の成果と今後の課題に向けて 平成21年４月に実施した全国学力･学習状況  調査で課題が見られた「数学Ａ」を、平成 22年１月に再度３年生に受験させると、平均正      答率が、9.7 ポイント上昇した。４月の正答率を基に分けた上位層・中位層・下位層による上達度を比較すると、特に下位層が＋17％の伸びとなった。下位層を中心とした基礎学力の定着       が進み、正答率３割弱のグループを５割弱まで押し上げ、全体の正答率も上昇したと見ている。また、本校では平成 17 年度から、ベネッセ総合学力調査などを利用して現状分析を行い、様々な取組を通して、確かな学力を育てようとしてきた。その結果、活用力の向上に一定の成果を上げている（全国学力・学習状況調査）。しかし、学年集団による大きな偏差や、知識力の定着に課題が残る。また、固定的な人間関係を解消するため視野を広げる取組や、互いの弱点を補いながら生徒に主体的に企画・活動させるような取組をさらに増やす必要があると考えている。 

マインドマップで「自分」を表現（生徒作品） 
マインドマップによる板書例「無セキツイ動物の分類」 

内容を読み取り、関係構造を視覚化

公開授業 １年英語 公開授業 2 年数学 公開授業 ３年国語 
「松と杉」のイメージを ゲームタッチで表現 
上・中・下位層別 正答率の伸び 45.5%92.4% 95.5%66.1% 73.9%28.5%0%25%50%75%100%上位層 92.4% 95.5%中位層 66.1% 73.9%下位層 28.5% 45.5%H21年４月 H22年１月約 約 約 約 ++++17171717%%%%約 約 約 約 ++++8888%%%%約 約 約 約 ++++3333%%%%


